平成２７年度　経営発達支援事業　評価報告
１．地域の経済動向調査

小規模事業者の事業継続と発展のため、相談業務や業種別会議等での情報収集に加え、広域的な視点や消費者目線での情報収集と提供を行う。また事業所防災やﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ提携の調査と情報提供で経営環境の改善に繫げる。
（事業内容）
　①経済動向や消費者ニーズ、東名スマートインター開設の経済影響を情報収集し、巡回・窓口相談等で情報提供する。
　②巡回・窓口相談等で新たな事業の展開や取り組みを調査する。
　　③事業所防災やﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ提携の情報を収集し巡回等で情報提供する。
　
（１）実施及び成果に関する評価
　　①目標に対する実績

	支援内容
	H27目標
	H27実施

	セミナー等の開催
	３
	１

	業種別会議の開催
	８
	１４


　　②経済講演会・業種別会議・金融機関との連絡会議等から地区内の経済動向及び顧客ニーズを把握した。
　　③巡回・窓口等の相談指導時で情報提供し経営計画作成支援で利用した。

　　④調査は、地域の経済動向を把握する一助となった。
（２）改善
　　①現在の情報収集・調査では、内部的な資料であり、十分活用されていない。小規模事業者に活用できるように全国連、県連等の景気動向調査等も加えて加工し情報を提供する。

２．経営状況・需要動向調査

　経済動向調査をもとに持続的発展に向け巡回・窓口相談等を通しては幅広い視点で経営分析を行う。専門的な課題等は専門機関と連携し小規模事業者の抱える経営上の悩みに対し寄り添いながら丁寧にサポートする。
（事業内容）
①事業者や業種・業態の経営課題、東名ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰ開設の利用課題につきセミナー等で課題の分析を行う。
②新たな取り組みや事業は内容を整理・分析し戦略の見える化を行う。
③パートナーシップ提携につき整理・分析し、その結果を提供する。
（１）実施及び成果に関する評価

　　①目標に対する実績

	支援内容
	H27目標
	H27実施

	セミナー等の開催
	３
	１

	業種別会議の開催
	８
	１４

	事業承継相談件数
	３
	１

	新たな取組事業者数
	４
	８

	パートナーシップ需要調査
	３
	０


　　②防災対策・ＢＣＰ策定状況等に関するアンケート調査の実施

　　③リサーチ会社の小規模事業所データの分析・業種別審査事典の利用

　　④各種のデータは、巡回・窓口等の相談指導時に情報提供した。また、経営革新認定・持続化補助金申請時利用と経営課題解決にも利用した。
（２）改善

①経営判断材料として、効果的に活用するためには、地域の産業構成や業種特性を考慮した需要動向をさらに多くの情報をわかりやすく提供する必要がある。
②多くの事業所は、事業承継期を向かえているものの経営交代がされていない。そのため、経営改善から中長期計画の中で事業承継に結び付ける必要がある。

③パートナーシップについては、ＢＣＰ策定支援した事業所へのブラッシュアップ支援の中で検討していく必要がある。
３．事業計画策定・実施支援
小規模事業者の経営課題を克服するため支援機関と連携し、事業計画策定から実施まで伴走型の指導・支援を行い事業者の持続的な発展を図る。
（事業内容）
　①事業継続計画（ＢＣＰ）の策定等を支援し、策定事業所へ定期的に巡回指導を行い、フォローアップを実施する。
　　 静岡県立大学研究室と連携し、災害時の避難誘導アプリを開発する。
②新たな取り組みや事業承継につき事業計画策定と実施を支援する。策定後は、支援機関と連携し事業計画の実現化をフォローする。
（１）実施及び成果に関する評価

①目標に対する実績
	支援内容
	H27目標
	H27実施

	セミナー等の開催
	３
	２

	経営革新計画策定支援数
	４
	６

	創業計画策定支援
	４
	２

	持続化補助金事業計画策定支援数
	２０
	２３

	事業承継計画策定支援数
	３
	０

	ＢＣＰセミナー等の開催
	２
	２

	ＢＣＰ策定支援数
	２
	２


　　②目標回数に達しなかった活動がある。次年度の活動において見直しが必要である。　　
（２）改善

　　①目標に達していない活動、主に創業・事業承継支援については、原因を調査し、次年度活動では対策を講じる。
　　②各支援活動の満足度を評価し、支援内容の充実を図る。　　
４．事業計画策定後の実施支援
・事業の実施に当たり設備資金や運転資金が必要な場合は「小規模事業者経営発達支援融資制度」の活用に当たっての事業計画策定支援及びその後のフォローアップを行う。　
・事業計画策定後は、国・県・市等の支援策の情報提供や支援機関と連携し事業計画の実現化をフォローする。
　　・事業計画策定後は必要に応じ巡回訪問を行い、進捗状況を確認すると共に必要な情報を提供　また助言を行う。
（１）実施及び成果に関する評価

①目標に対する実績
	支援内容
	H27目標
	H27実施

	フォローアップ実施事業者数
	－
	４８

	フォローアップ延べ回数
	－
	２２０


　　②事業計画策定後は進捗状況の確認及び必要な指導・助言を行い相応の成果があったものと判断する。
（２）改善

　　①支援機関との更なる連携強化を図り、事業計画の実現化をフォローアップする。
５．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること
新たな取り組み等による新商品やサービスの販路の開拓を支援する。
　(事業内容)
・国や県等の主催する商談会や展示会の出展情報を収集し提供する。
・セミナー等により販売方法やレイアウトなどの出展支援を行う。
　 　 ・商品やサービスのブラッシュアップのための個別相談を行う。
（１）実施及び成果に関する評価

①目標に対する実績
	支援内容
	H27目標
	H27実施

	セミナー等の開催
	３
	３

	展示会等出展件数
	６
	７


　　②大井川ゼミナール事業により事業所と消費者の接点を作り新たな需要開拓支援を行った。なお、アンケートから参加者の97.5％が内容に満足、受講した参加店舗を知らなかった来場者65.6%いたことからも一定の成果がでたと判断する。
　　③県・市・金融機関・連合会等が開催した展示会への出展支援を行い、目標数値を上回り、一定の成果があったものと見込まれる。特に、出展機会が少ない、小規模事業者に対する支援に繋がった。
（２）改善

　　①展示会・商談会終了後の取引実績について検証ができていないため、次年度活動では対策を講じる。
　

６．地域経済の活性化に資する取り組み

・焼津市や地区内他団体との“仮称大井川地区経済活性化会議”を年４回程開催し、今後の地域経済活性化の方向性を検討する。また検討した地域経済活性化の方向性を踏まえ、大井川港みなと朝市と商工まつりを演出し賑わいとふれあいによる地域経済活性化を図る。
（１）実施及び成果に関する評価

①目標に対する実績

	支援内容
	H27目標
	H27実施

	大井川地区経済活性化会議
	４
	１

	みなと朝市出店者数
	１５
	２０

	商工まつり出店者数
	３０
	２６


②地区の地場産品等の普及に向けて水産業、農業関係、商業等が相互に協力しあい地域の活性化に繋げることを目的に開催し、方向性を検討した。
③大井川港朝市、商工まつりを開催し、市内外より多くの来場者が訪れ、賑わいとふれあいによる地域経済活性化向けて実施した。
（２）改善

①地域経済の活性化に向けたイベント事業の効果検証が必要である。
大井川商工会　
経営発達支援推進委員会

開催日時　平成２８年２月２４日（水）

開催場所　大井川商工業研修センター
